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基本方針

• 基幹事業としての収益体質のさらなる強化、成長分野・地域での事業拡大
• グローバルオペレーション深化による繊維事業の飛躍的成長への挑戦

収益機会とリスク

•  地球環境問題や資源・エネルギー問題の解決、健康・長寿に貢献する先端素材に対
するニーズの高まり

• 世界的な景気と個人消費動向の変化
• 中国、新興国における所得水準上昇に伴う社会生活の高度化や規制の強化
• 原燃料価格動向 

中期経営課題“AP-G 2019”達成に向けた事業戦略

•  国内事業基盤の維持・強化、産地の高次加工基盤の維持・強化、事業競争力のさら
なる強化

• 海外の既存拠点・事業の事業基盤再強化、成長分野・地域での事業拡大
•  東レグループのグローバル事業運営強化、多彩な商品群／充実したサプライチェー

ン／グローバル展開の3軸を重層的に展開、拡大することで新たな事業領域を創出
→  糸綿／テキスタイル／製品一貫型のグローバルＳＣＭ、戦略素材のバリューチェー

ンのさらなる強化、新たな事業領域拡張で繊維事業の飛躍的拡大を目指す

2019年度見通し

•  衣料用途は、各用途における拡販、高付加価値化に取り組むが、２０１８年暖冬の影響
による２０１９年秋冬物商売の苦戦を見込む

•  産業用途は、PPスパンボンド、エアバッグ、人工皮革等の増設設備を活用し、拡販を
図る

基幹事業

繊維

2017 2018 増減率 2019（見通し）

売上高（億円） 9,136 9,743 +6.6% 10,000

営業利益（億円） 724 729 +0.6% 700

営業利益率 7.9% 7.5%

営業利益

729億円

営業利益率

7.5%

ROA
（営業利益／総資産）

9.3%

売上高

9,743億円

営業利益増減（億円）

18年3月期 数量差 価格差 費用差他 海外子会社の
邦貨換算差

19年3月期

724 +39 -39 +7

+5

-2 729
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01
新たなテキスタイル・縫製品の開発拠点「テクノラマGⅢ」が竣工

東レは、瀬田工場内の「テキスタイル・機能資材開発センター」に、新たなテキスタ
イル・縫製品の開発拠点「テクノラマGⅢ」を設置し、2018年6月に竣工しました。同セ
ンターは、紡績・糸加工から製織・編成、染色、縫製までの高次加工技術開発のヘッド
クォーターです。1983年に同センターに人工気象室「テクノラマ」を導入し、これまで
防水透湿素材や機能性インナーなど数多くの高機能商品を開発してきました。さらに
2008年には、東麗繊維研究所（中国）有限公司に、自動車などの構造物を収容可能な
大型の人工気象室「テクノラマGⅡ」を設置し、高機能テキスタイルや産業資材、環境対
応素材などの開発を推進してきました。

今回、「テクノラマGⅢ」に新設した人工気象室は、極低温低湿環境やゲリラ豪雨など、
より多様な気象条件が再現できるほか、日常生活における急激な温度変化を伴う実験
も可能となります。また、人間工学やスポーツ工学に基づく動作解析により評価・解析技
術を深化させることで、新たな領域における開発に取り組みます。さらに「オープンラボ」
を設置し、社内外との連携による商品の高度化と開発の短サイクル化を目指します。

02
世界最高水準の植物由来原料比率を実現した

スエード調人工皮革「Ultrasuede® BX」を発売

東レは、植物由来原料をポリエステルとポリウレタンの一部に使用することで、
世界最高水準となる約30%の植物由来原料比率を実現したスエード調人工皮革

「Ultrasuede® BX」を発売しました。部分植物由来のポリウレタンを使用したスエー
ド調人工皮革は、本製品が世界で初めてです。2019年度に5億円、2023年度に30億
円の売上を目指しています。 

これまで、植物由来原料を使用したポリウレタンは、耐久性や風合い面の課題があり
ました。これに対して東レは、独自のポリマーから素材構造までの設計技術と、ポリウレ
タンの凝固技術により、高い植物由来原料比率と、良好な質感や高い耐久性、通気性、
イージーケア性などを併せ持つ本製品の開発に成功しました。 　

Ultrasuede®はジャパン・クオリティの先端素材として、グローバルに展開するス
エード調人工皮革です。1970年の開発以来、技術革新を繰り返し、ファッションやイン
テリアのみならず、自動車や航空機の内装、スポーツギア、スマートフォン、モバイル機
器のアクセサリーなどに対応する高感性・高機能マテリアルとして採用が広がっていま
す。また、2016年からは環境に配慮した製品として、植物由来ポリエステルを使用した

「Ultrasuede® PX」を展開しています。
今回、Ultrasuede® BXをラインナップに加えることで、サステナビリティとクリエー

ションの両方を実現するスエード調人工皮革の展開をさらに拡大します。
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